
 

幅広プリンタ用カッタスタッカ（CTS110w）取扱説明書 

１．はじめに 

このたびは、当社スキャントロニクス MT110w/MR110w、SG112T/SG112R 用オプション幅広プリンタ用カッ

タスタッカ CTS110w（以降、「本装置」と呼びます）をお買い求めいただきましてありがとうございました。 

ご使用になる前に本書をよくお読みいただき、本装置を正しくお使いください。 

 

1 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止いたします。 

2 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。 

3 本書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一御不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことが 

ありましたら、購入されました販売店またはディーラーへ、ご連絡ください。 

 

 

２．お使いになる前に 

２．安全上のご注意 

絵表示について 

この仕様書では、スタッカを安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への被害や財産への被害を未然に防止するた

めに、いろいろな絵表示をしています｡ その表示と意味はつぎのようになっています｡ 内容をよく理解して、本文をお読みくだ

さい｡ 

 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を 

負う可能性が想定される内容を示しています。 

 

 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が 

想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 

 

     表示の例 

 

 △記号は「気をつけるべきこと」を意味しています。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意） 

が描かれています。 

 

  記号は「してはいけないこと」を意味しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止） 

が描かれています。 

 

●記号は「しなければならないこと」を意味しています。 

図の中に具体的な内容指示（左図の場合は差し込みプラグを 

コンセントから抜いてください。）が描かれています。 

警告 

注意 

この装置は、クラスB 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波障害を引き起こすことがあります。

この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求される場合があります。 
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             警 告 

異常な状態で使用しない 

・万一、スタッカから煙がでている、変な臭

いがするなどの異常が発生したまま使用す

ると、火災・感電の原因になります。すぐ

に電源スイッチを切り、電源コードの差し

込みプラグをコンセントから抜いて、販売

店、ディーラーまたはサポートセンターに

修理をご依頼ください。お客様による修理

は危険ですので絶対におやめください。 

 

電源コードの取り扱いについて 

・電源コードを傷つけたり、破損、加工した

りしないでください。また、重いものを乗

せたり、加熱したり、引っ張ったりすると

電源コードが破損し、火災・感電の原因に

なります。 

・電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線

など）販売店、ディーラーまたはサービス

センターにご連絡ください。そのまま使用

すると火災・感電の原因になります。 

・電源コードを加工したり、無理に曲げたり、

ねじったり、引っ張ったりしないでくださ

い。そのまま使用すると火災・感電の原因

になります。 

 

落としたり、破損したときは 

・スタッカを落としたり、破損した場合は、

速やかに電源スイッチを切り、電源コード

の差し込みプラグをコンセントから抜い

て、販売店、ディーラーまたはサポートセ

ンターにご連絡ください。そのまま使用す

ると火災・感電の原因になります。 

 

分解しないでください 

・スタッカの分解や改造をしないでください。

火災・感電の原因となります。内部の点検・

調整・修理は、販売店、ディーラーまたは

サポートセンターにご依頼ください。 

不安定な場所に置かない 

・ぐらついた台の上や傾いた所、振動のある場

所など不安定な場所に置かないでください。

落ちたり、倒れたりして、ケガの原因になり

ます。 

 

水などの入った容器を置かない 

・スタッカの周辺に花ビン、コップなど水や薬

品の入った容器や小さな金属物を置かない

でください。万一、こぼしたり、中に入った

場合は、速やかに電源スイッチを切り、電源

コードの差し込みプラグをコンセントから

抜いて、販売店、ディーラーまたはサポート

センターにご連絡ください。そのまま使用す

ると火災・感電の原因となります。 

 

内部に異物を入れない 

・スタッカの開口部（ケーブルの出口など）か

ら金属物や燃えやすいものを差し込んだり、

落としたりしないでください。万一、内部に

異物が入った場合は、速やかに電源スイッチ

を切り、電源コードの差し込みプラグをコン

セントから抜いて、販売店、ディーラーまた

はサポートセンターにご連絡ください。その

まま使用すると火災・感電の原因になりま

す。 

 

指定以外の電圧は使用しない 

・指定された電源電圧（AC100V）以外は、使用

しないでください。火災・感電の原因になり

ます。 

 

 

必ずアース線を接続して 

・必ずスタッカのアース線をアースへ接続して

ください。アース線を接続しないと感電の原

因になります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             注 意 
湿度が高い場所に置かない 

・スタッカを湿度の高い場所、結露する場所に

置かないでください。結露した場合は、速や

かに電源スイッチを切り、乾くまで使用しな

いでください。結露したまま使用すると、感

電の原因となります。 

 

キャスターのロック 

・スタッカのキャスターは必ずロックをして運

用してください。ロックをしないと落下する

恐れがあります。 

 

持ち運び 

・移動されるときは、必ず電源コードの差し込

みプラグをコンセントから抜き、外部との接

続線を外したことを確認の上、おこなってく

ださい。外さないまま移動すると、コード、

接続線が傷つき火災・感電の原因になります。

・用紙をカートリッジに入れたまま、スタッカ

を持ち運ばないでください。 

・スタッカを床や台の上などに置く場合、ス 

タッカの足に指や手を挟まないように注意し

てください。 

 

電源 

・濡れた手で電源スイッチの操作やヒューズ

の交換、電源コードの抜き差しをしないでく

ださい。感電する恐れがあります。 

 

電源コード 

・電源コードに熱器具を近付けないでくださ

い。熱器具を近付けた場合、電源コードの被

覆が溶けて、火災・感電の原因になります。

・電源コードをコンセントから抜くときは、

必ず、プラグを持って抜いてください。電源

コードを持って抜いた場合、芯線の露出や断

線し、火災・感電の原因になることがあ

ります。 

 

ヒューズの交換 

・ヒューズを交換するときは、必ず、電源 

コードをコンセントから抜いてください。 

 

カバーの開閉 

・カートリッジの開閉には、指を挟まないよ

うに注意しておこなってください。また、カ

バーが滑り落ちないようにしっかりと持っ

ておこなってください。 

 

長期間ご使用にならないとき 

・スタッカを長期間ご使用にならないときは、

安全のため電源コードの抜き差しプラグを

コンセントから抜いてください。 

 

お手入れ・清掃のとき 

・スタッカのお手入れや清掃をおこなうとき

は、安全のため電源コードの抜き差しプラグ

をコンセントから抜いてからおこなってく

ださい。 



 

３．部品の確認 

※ 箱を開けたら、次の部品がそろっているか確認してください。 

①カッタスタッカ本体 

②EXT．ケーブル 

③電源ケーブル（1m） 

④取扱い説明書（本書） 

⑤テーブル   

 

 

※もし足りないものがありましたら、 

購入された販売店またはディーラー 

までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

４．各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャスター 

電源コネクタ 

電源ソケット 

信号ケーブルコネクタ 

電源スイッチ 
ガイドカバー 

スタック部カバー 

①

⑤

③

②

④

LEDランプ表示 

【電源】LED（緑）/【スタート】LED（緑） 

【スタックフル】LED（赤）/【エラー】LED（赤） 

【スタート／ストップ】キー

【フィード】キー 

【取り出し】キー 

【カット位置】 

調整ボリューム 



 

５．設置方法     

スタッカを使用するための準備をおこないます。 

（テーブルの取り付け・ケーブルの接続）        

    ※ 説明に使用する写真のプリンタは MR110w です。 

①テーブルを取り付けます。  
 ネジをゆるめ、テーブルを本体に取り付けます。 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②MT110w/MR110w、SG112T/SG112Rをスタッカに載せます。 
 プリンタの足をスタッカの穴に合わせます。 
 このとき、プリンタの電源スイッチはON【｜】状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③電源コードおよび信号ケーブル（EXTケーブル）を接続します。 
 電源ケーブル： 【プリンタ】－【スタッカ】間は同梱されている電源コード(1m)を使用します。 

         【スタッカ】－【コンセント】間はプリンタに同梱されている電源コード(3m)を使用します。 

 信号ケーブル： 同梱されている信号ケーブルを使用します。                             

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

  ※スタッカ（本体）からの電源コード接続は、次ページ手順に従って正しくおこなってください。 

ネジは左右2本、計4本です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  添付の電源コードを本体側、電源コンセント側の順に差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  電源コンセントが2極タイプのときは、添付 

の3極-2極アダプタを使い電源コンセントに 

差し込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

④MT110w/MR110wの設定をディップスイッチによりおこないます。 

 
ディップスイッチ 2  変更しません。 
ディップスイッチ 3  1、3 を ON  その他はすべて OFF  

 
※SG112T/SG112R の設定は、購入されました販売店・ディーラーまでお問い合わせください。 

 

 

 

必ずアース線を接続して 

漏電や静電気衝撃の危険性がありま

すので、本機の電源コードアースは、

ご使用の商用電源のアース（第三種接

地）に必ず接続してください。 

               注意

必ずアース線をアースに接続してください。 

アース線を接続しないと感電の原因となりま

す。 

警告 



 

６．用紙のセット～発行動作   

①スタック部カバーを開け、用紙ガイドを合わせます。 
ノブを回し用紙長さにガイドを合わせます。 

ノブを【＋】方向に回すと、ガイドは奥側（長く）に移動します。 

ノブを【－】方向に回すと、手前側（短く）に移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②スタック部カバーを閉じて、スタッカの電源をON【｜】にします。 

スタッカの電源をONにすると、プリンタの電源もONとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③用紙をプリンタにセットします。 
用紙が詰まる原因となりますので、ファンフォールド紙を使用する際はプリンタに対し用紙が真っ

直ぐになるようにしてください。 

プリンタの用紙セット方法はプリンタの取扱説明書をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

④アームを押し、ロックさせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤スタッカの【スタート/ストップ】キーを押します。  

スタッカのエレベータ上昇後、印字データを受信していると動作が開始します。 

発行動作が始まり、下写真の位置まで用紙が排出されたら、再度【スタート/ストップ】キーを押し、

動作を一時停止させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥用紙ガイド（幅）を合わせます。  

ガイドを用紙幅に合わせ、固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦用紙先端を挿入口に差し入れます。 

用紙を差し込むと、用紙は自動で搬送されセットされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用紙をセットする際はアームがロックさ

れた状態でおこないます。（次手順へ） 



 

⑧ガイドカバーを閉じた後、【スタート/ストップ】キーを押します。 

【スタート/ストップ】キーを押すことで、発行動作を開始します。 

 

※【スタート/ストップ】LEDランプ（緑）消灯時、【フィード】キーを押すと、スタッカのみ動作し

1枚分のカット動作をおこないます。スタッカのみ動作させたい場合に使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 再発行時（少量発行）にプリンタでカット発行（単枚発行）をおこなう場合、SG112T/SG112Rに 

 装備された「簡易トレイ」を使用できますが、必ずアームカバーを開いた状態でご使用ください。 

 また、MT110w/MR110wをご使用の場合、購入された販売店またはディーラーにお問合せください。 

 

７．発行途中からの操作  発行途中での停止・用紙の取り出し方法 

①発行動作を一時停止させる場合 

【スタート/ストップ】キーを押すことで、一時発行動作が停止します。 

発行動作を再開させる場合、再度【スタート/ストップ】キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②発行動作を一時停止させ、スタックされた用紙をとる場合 

【取り出し】キーを押すことで発行動作が停止し、用紙を取ることができます。 

用紙の取り出しは、【スタックフル】のLEDランプ（赤）が点滅になると用紙取り出し可能となります。 

用紙取り出し後、【スタート/ストップ】キーを押すことで、発行動作が再開します。 

 

 



 

８．スタックフルになったら  スタックフルの際の操作方法 

【取り出し】キーを押すことで用紙を取ることができます。 

用紙取り出し後、【スタート/ストップ】キーを押すことで、発行動作が再開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．用紙が詰まった場合の処置 

用紙が詰まると、【エラー】のLEDランプ（赤）が点灯、ブザーが鳴り発行動作が停止します。 

このときは搬送部・スタック部カバーの両方を開け、用紙を取り除いてください。 

用紙除去後、両方を閉じることでエラーが解除されます。（【スタックフル】LEDランプ点滅状態） 

用紙セットは再度６－④からおこなってください。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・カッタ部には手を入れないでください。 

・清掃は、電源コードをコンセントから抜いておこなってください。 

注意 



 

１０．メンテナンス 

   

日頃のメンテナンスについて 

本装置は精密な機械です。 

こまめにお手入れをおこなって、末永くお使いくださいますようお願いいたします。 

  

搬送ローラ部の清掃方法 

プリンタに添付されていますクリーニングセットや柔らかい布を使い搬送ローラ部の清掃をおこなっ

てください。お手入れは、1 日 1 回おこなってください。ただし、これはあくまでも目安ですので、

お使いになる頻度や機械の調子に合わせて適度に加減しておこなってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．カット位置調整 

操作パネルにあるボリュームをプリンタに添付されているボリューム調整用ドライバーを用いて調整

することで、カット位置調整をおこなうことができます。ただし、電源投入直後に調整値読み込みを

おこないますので、ボリューム調整後は必ず『電源再投入』を実施してください。 

調整範囲（幅）は、約2mmです。 

カット位置は必ず用紙のミシン目が用紙搬送方向の後方側に残るようにし、できる限りミシン目に近

づけた位置に設定してください（工場設定位置はミシン目後方0.5mmです）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用

紙

搬

送

方

向 

ボリュームを【－】方向に回転させた場合 

ボリュームを【＋】方向に回転させた場合 

ミシン目 

カット位置 

（正しい）カット例 

・清掃は、電源コードをコンセントから抜いておこなってください。 

注意 

※ 電源を切らずにカット位置調整が

必要な場合は次ページの「カット位

置設定モード」にておこないます。



 

『カット位置設定モード』 

 本モードは電源を切らずにカット位置調整をおこなうモードです。調整手順を下記します。 

①【取り出し】キーを押してエレベータを降下させ、用紙が取り出せる位置にします。 

②その位置で、【フィード】キーと【取り出し】キーを同時に押すことで本モードに入ります。 

※ピッという音と共に、『カット位置調整モード』に入ったことを知らせます。 

③ここで、操作パネルにあるボリュームを回して調整します。 

※すでに、スタック動作中などでボリュームを回している場合はその値も反映されます。 

④【スタート/ストップ】キーを押して、エレベータが上昇、発行動作を開始します。 

※このとき、【スタート/ストップ】LEDランプ（緑）が点滅します（通常発行時は点灯）。 

※カット位置の調整ボリューム値読み込みは、エレベータの上昇動作直前におこなわれます。 

⑤【取り出し】キーを押してエレベータを降下させ、用紙を取り出してカット位置を確認します。 

⑥カット位置調整がまだ必要な場合は、②～⑤を繰り返しおこないます。 

また、カット位置調整を終了する場合は、【フィード】キーを押して本モードより出ます。 

※ピッという音と共に、『カット位置調整モード』から出たことを知らせます。 

 

 

１２．ＬＥＤランプ表示状況 

  

LEDランプ点灯と共にブザーが鳴ると、本装置はエラー状態となっています。 

そのときの対処方法を説明します。 

また、本装置を操作してうまくいかなかったときはこの章をお読みください。 

 

LEDランプ点灯状況 本装置の状況 対処方法 

電源    ：消灯

スタート  ：消灯

スタックフル：消灯

エラー   ：消灯

電源が入っていません。 電源コードの接続を確認してください。 

電源コードを取り替えてみてください。 

電源    ：点灯

スタート  ：消灯

スタックフル：点滅

エラー   ：消灯

スタック部カバー開閉可能状態

です。 

スタック部カバーを開けることができます。 

電源    ：点灯

スタート  ：消灯

スタックフル：消灯

エラー   ：点灯

①紙が詰まっていませんか？ 

②スタック部カバーまたは搬送

部が開いていませんか？ 

③用紙セット状態で搬送部を開

けませんでしたか？ 

①搬送部・スタック部カバーを開け、詰まった

用紙を取り除いてください。 

②スタック部カバー・搬送部を閉じてくださ

い。 

③搬送部・スタック部カバーを開け、用紙を取

り除いてください。 

電源    ：点灯

スタート  ：消灯

スタックフル：点灯

エラー   ：消灯

スタックフルです。 【取り出し】キーを押し、用紙をとってくださ

い。 

電源    ：点灯

スタート  ：点灯

スタックフル：点灯

エラー   ：点灯

マシーンエラーです。 

スタック部エレベータが可動限

界域まで達してしまうと、すべて

の動作を停止させます。 

スタッカの電源をいったんOFFにし、再度電源

をONにします。 

それでもエラーが発生する場合はサポートセン

ターへ連絡してください。 

電源    ：点灯

スタート  ：消灯

スタックフル：点灯

エラー   ：点灯

スタックエラーです。 

スタック用紙の状態に異常があ

りませんか？ 

【取り出し】キーを押し、スタック用紙を確認

してください。 



 

１３．基本仕様 

モデル名 CTS110w 

スタック方式 可動テーブル（エレベータ）式 

スタック順 昇順 

スタック量 

用紙ピッチ 70 以上125 以下の場合 用紙ピッチ 125 を超え 300 以下の場合 

最大の積み高さ ：215mm 

※ t0.2mm の用紙で、約1,100 枚 

※ t0.120mm 用紙で、約1,700 枚 

標準の積み高さ ：185mm 

※ t0.120mm 用紙で、約1,500 枚 

半分の積み高さ ：１２０ｍｍ 

※ t0.120mm 用紙で、約1,000 枚 

 

（積み高さの設定は DIP-SW 切替） 

積み高さ ：120mm 

※ t0.2mm の用紙で、約600 枚 

 

用紙搬送速度 180ｍｍ/ｓ 

用 紙 種 類 
MT110w/MR110w、SG112T/SG112R の用紙仕様に準拠の用紙  

（紙厚：0.08mm～0.21mm） 

用 紙  

サ イ ズ 

幅      128～297mm (台紙含み 131～300mm) 

ピッチ   67～297mm (台紙含み 70～300mm) 

用 紙 形 態 ファンフォールド紙 

操作部（パネル） 

キー：【スタート/ストップ】【フィード】【取り出し】 

ＬＥＤ：【電源】【スタート/ストップ】【スタックフル】【エラー】 

電源スイッチ 

カット位置調整ボリューム（ユーザ調整用） 

自 己 診 断 機 能 
用紙差込検出、ペーパーエンド検出、カッターカバーオープン検出、 

スタック部カバーオープン検出、用紙ピッチ検出（カートリッジ部）、 

センサ種 
アイマークセンサ  

ギャップセンサ 

温度／湿度環境 
使用環境   5～40℃/30～80％（ただし、結露無きこと） 

保存環境 －5～60℃/30～90％（ただし、結露無きこと） 

規  格 
VCCI （クラス B） 

静電気耐圧（レベル 3） 

電  源 AC100V±10％ 

消費電力 ピーク時 118VA 63W （待機時33VA 16W） 

筐体サイズ W：５５６×Ｄ：８０７×Ｈ：1011（テーブル含む） 

製品重量 65ｋｇ（テーブル含む） 

 

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


